
金
部
官
邸
志
巻
三
十

は
況
酔
油
断
の
う
へ
絡
に
討
た
れ
、
随
従
の
兵
共
必
死
に
働
〈
と
い

へ
共
悉
く
討
死
す
。
松
聞
が
馬
捕
三
右
衛
門
只
一
人
逝
れ
出
で
、
主

人
の
馬
に
打
乗
り
走
防
る
。
か
く
て
須
崎
は
松
岡
を
討
取
り
て
大
き

に
悦
び
、
勢
ひ

K
乗
じ
て
松
田
が
本
城
な
る
岡
井
按
を
も
攻
取
る
ベ

し
と
、
大

g
E稽
し
攻
懸
る
。

右

衛

門
立
郎
り
.
主
の
討
死
を
告

げ
し
ら
せ
、
防
肢
を
は
げ
ま
す
と
い
へ
ど
も
‘
士
卒
共
大
将
の
討
死

K
筑
を
務
し
色
を
失
ひ
、
減
を
扮
て
h

逃
走
る
。
残
り
切
る
者
共
漸

〈
二
拾
人
許
、
共
上
石
加
の
怨
も
は
や
攻
落
さ
れ
け
ん
.
依
煙
突
を

掠
め
け
り
。
松
岡
が
斐
サ
尼
崎
怖
と
し
て
途
方
を
失
ひ
.
此
上
は
常
常
に

白
容
し
て
、
夫
の
死
仰
に
伴
は
ん
と
い
ム
を
.

京
術
円
、
然
る
時

は
田
畑
，
敵
に
利
を
仰
さ
す
べ
し
。
所
詮
祭
主
遁
れ
出
で
給
う

τ、
震

て
仇
を
報
い
給
へ
か
し
と
争
ひ
餓
め
、
主
人
の
斐
子
を
伴
ひ
越
中
へ

赴
き
、
荒
木
と
去
ふ
所
陀
住
居
し
て
.
後
K
名
を
荒
木
六
兵
衛
と
改

む
。
尚
徳
公
越
中

へ
登
向
の
時
.
右
の
由
絡
を
則
召
し
，
甲
斐
々
々

政
忠
殺
の
士
な
り
と
感
じ
思
召
し
、
召
出
さ
れ
家
除
千
石
下
し
給

ム
。
と
見
ね
、
州
芯
槌
滋
品
跡
卓
司
陀
は
.
此
時
松
岡
の
修
一
障
も
攻
庇

ら
る
。
松
岡
陀
妻
子
あ
り
。

n
正
を
松
田
が
舎
人
三
右
衛
門
技
へ
て
越

中
陀
定

p
・
荒
木
と
去
所
陀
隠
し
位
〈
。
共
の
子
孫
六
郎
兵
術
ト
帥
瓜

中
陀
井
あ
り
。
此
井
中
よ
り
、
逮
捕
叩
太
子
二
燥
の
木
像
山
川
給
ム
。
依

り
て
岡
引
村
と
放
す
。
折
ム
し
此
溢
の
闘
の
中
陀
.
三
・
四
歳
許
の
小

兇
遊
び
居
り
、

何
れ
の
子
と
も
知
り
た
る
も
の
な
し
。
此
像
今
花
道

場
陀
安
値
す
。
と
の
体
訟
を
紋
せ
た
り
。
此
の
俳
訟
は
・
金
〈
後
世

附
合
の
俗
諺
K
て
、
妄
誕
取
る
陀
足
ら
十
と
い
へ
ど
も
、
参
考
の
鏡

め
紀
州
帆
す
。

O
国
井
古
池

此
の
池
は
蜘
以
前
寺
の
該
地
に
あ
り
。
昔
問
弁
の
村
務
及
び
回
弁
天
一
脚

小
将
町
溢
陀
あ
り
し
切
の
怒
腕
叫
な
り
と
い
へ
り
。
此
の
池
貧
永
元
年

に
質
臨
寺
上
野
へ
移
輔
の
後
は
、
奥
村
氏
の
邸
内
と
成
り
た
り
と

ぞ
。
放
に
加
邦
机
却
に
も
、
岡
井
茨
満
宮
の
笹
枇
地
は
、
石
川
門
外
奥

村
伊
強
屋
敷
の
内
陀
池
あ
り
。
此
所
奇
跡
と
云
ふ
。
問
井
村
も
共
頃

は
削
肌
先
辻
溢
陀
あ
り
て、

家
数
百
戸
許
あ
り
し
と
い
へ

p
o
但
し
天

満
宮
の
哲
枇
地
と
い
ふ
事
、
彼
の
枇
紀
に
は
所
見
注
し
。
治
も
ふ
に

州
名
蹴
誌
に
、
管
問
弁
村
の
聞
の
中
に
井
あ
り
。
此
弁
中
よ
り
聖

徳
太
子
二
哉
の
木
俊
出
で
た
り
。
故
K
問
弁
村
と
放
す
と
見
h
た
る

闘
の
中
の
引
は
.
若
し
く
は
加
邦
銀
に
い
へ
る
古
池
と
同
地
主
ら
ん

か
。
池
を
井
と
も
云
へ
る
は
、
性
鍵
梨
花
載
せ
た
る
大
和
園
毎
回
池

金
海
古
蹟
志
怨
三

十

~ ，、

と
い
ム
者
忙
至
り
て
、
高
徳
公
越
中
へ
抽
出
向
し
給
ム
時
、
城
端
医
て

天
正
十
七
年
に
笈
仕
、
釆
地
千
石
を
賜
ム
。
郎
ち
今
の
猪
木
善
太
夫

の
訟
と
一
耳
ふ
。
と
あ
り
。
加
賀
古
跡
考
K
、
岡
井
村
道
場
聖
徳
太
子

の
背
中
を
記
賊
し
て
、
松
岡
次
郎
左
衛
門
本
願
寺
よ
り
奔
領
せ
し
像
陀

て
‘
守
本
館
と
し
持
ち
た
る
路
、
後
兵
飢
の
震
に
松
田
が
家
滅
亡
せ

し
に
、
仲
間
の
六
右
衛
門
と
い
へ
る
も
の
.
松
岡
が
妻
子
主
扶
け

τ

越
中
国
へ
逃
げ
退
き
、
数
年
経
て
後
六
右
衛
門
は
侍
と
成
る
。
太
子

像
は
、
岡
井
村
の
道
場
坊
へ
時
間
り
奥
ふ
。
此
道
場
坊
、
今
は
一
・
ゲ
寺

と
な
り
て
善
行
寺
と
名
乗
り
、
毎
年
二
月
廿
二
日
彼
像

E
開
帳
し

て
・
男
女
参
諸
人
群
主
な
し
ね
。
と
い
へ
り
。
又
飛
耳
机
鍛
に
は
、

松
田
次
郎
左
街
門
米
自
抗
の
洲
崎
兵
庫
に
謀
ら
れ
横
死
せ
し
一
飢
の

円
三
J
V

時
、
松
岡
が
馬
捕
六
右
街
門、

主
君
の
守
本
傘
也
と
て

、
松
田
が
婆

子
と
北
ハ
陀
説
へ
、
越
中
荒
木
と
一
耳
ふ
所
へ
務
行
君
、
名
を
荒
木
六
兵

街
と
改
稿
す
。
利
家
卿
六
兵
街
を
召
出
さ
れ
し
時
、
此
傘
像
を
ば
松

田
が
後
室
よ
り
譲
り
奥
へ
た
れ
ど
、
六
兵
衛
つ
く
ん
¥
訟
も
ふ
ゃ

う
‘
先
制
の
鉱
像
俗
家
に
世
く
は
恐
れ
な
り
と
て
‘
則
問
弁
村
の
道

場
へ
牧
め
、
今
K
仰
れ
り
。
此
陥
慨
は
太
子
の
御
直
作
に
し
て

‘
誠
に

古
き
簸
倣
た
り
。
と
い
へ
り
。
=
一
州
名
獄
総
陀
は
、
止
日
開
井
村
の

m，，l
i
l-
-u
u
Iu
 

ハ
ポ
N
V

の
碑
文

K
.
地
口
北
淡
町制
之
笥
宅
。
鋭
則
村
井
之
故
名
也
。
と
あ
り
。

石
原
E
明
の
年
三
随
祭
K
.
井
と
い
ム
は
聞
に
ま
か
す
料
の
水
の
事

也
。
飛
鳥
井
も
を
か
井
も
数
々
の
裟
井
も
‘
み
た
此
架
と
他
と
の
都

な
る
を
、
近
き
世
の
先
建
は
、
井
を
姻
井
戸
の
み
の
事
と
心
得
た
り

と
、
委
〈
論
註
せ
り
。

O
霞

之

満

制H
邸
寺
坂
の
傍
左
る
小
抑
制

E
い
へ
り
。
古
老
回
〈
、
此
の
抑
制
は
、
従

前
は
辰
巳
用
水
の
伶
水
を
ぽ
此
の
所
へ
落
し
た
り
。
文
政
六
年
竹
部

殿
浩
管
以
前
は
.
割
副
総
寺
坂
甚
だ
狭
宮
越
路
陀
て
.
モ
の
坂
道
深
山

の
樵
道
の
如
く
、
山
崎
山
の
古
景
を
致
し、

坂
脇
怠
る
谷
へ
落
下
る

純
水
の
徐
勢
、
霞
の
如
く
立
上
り
け
る
を
以
て
、
世
人
館
の
抑
制
と
稀

し・

共
の
風
致
を
貸
せ
し
か
ど
、
道
路
を
取
際
め
ら
れ
・
今
の
如
〈

成
り
た
る
よ
り
、
山
崎
山
の
古
景
を
失
へ
り
と
云
々
。

O 
八

坂

加
邦
銀
K
・
・
封
錨
寺
坂
詮
に
松
町
・次
郎
左
衛
門
居
按
を
梼
へ
居
た
る

頃
、
八
坂
道
は
馬
場
跡
た
り
と
い
へ
り
。
今
世
人
質
断
寺
坂
を
指
し

て
八
坂
と
い
ム
は
訣
也
と
。
叉
一
設

K
.
八
援
は
賃
値
寺
境
よ
り
材

木
町
へ
出
づ
る
河
岸
の
小
坂
を
云
ふ
名
な
り
と
い
へ
り
。
按
宇
る

七




